
 

 

インターネットでの情報発信

行っている

行っていない

 

１．はじめに 
 滝川市の商店街を歩いていると空き店舗が多く寂しい印象を受ける。なぜ

このような現状があるのか疑問に思った。このような現状がある原因は何か、

少しでもこの現状を改善するためにはどのような方法があるのかを明らか

にしたくてこのテーマを設定した。この研究で滝川市の取り組みや他の市の

取り組みを調査し、滝川市の商店街の現状を改善するための方法を探ってい

くことが目的である。 

２．現状と課題 
シャッター商店街と呼ばれる商店街の問題点として空き店舗が多く、人通

りが少ないということがある。空き店舗が増加すると設備の維持、管理費、

イベント等の１店舗あたりの負担が重くなり老朽化した設備の更新が遅く

なったり、イベントの開催が難しくなる。また、店舗が少ないと安全性につ

いて客の不安を招きかねない。そうするとさらに客足が遠のき、店舗数の減

少に繋がってしまう。 

 このようにシャッター商店街が急速に進む原因として店舗数の減少が人

通りの少なさをさらに促すという悪循環がある。 

 

３．先行研究 
 滝川市では店舗リノベーション補助金という制度がある。商店街の空き店

舗において新しくお店を始めたいという事業者に対し店舗の改修工事にか

かる費用を一部負担するという制度である。空き店舗を減らし人が集まるよ

うな場所にすることが目的である。また滝川市商店街振興組合連合会では

「日本ハムファイターズ観戦招待フェア」「街中宝くじフェア」というイベン

トを毎年開催している。昨年は「街なかわくわくフェア」を開催した。 

４．リサーチクエッション・仮説 
店舗数が少なくなると人通りも少なくなるという悪循環がある。人が集まる

ような取り組みがわかれば現在の状況が少しでも改善されるのではないか。 

 

５．研究方法 
・滝川市に問い合わせをし、現在行っている取り組みを調査した。 

・中小企業庁の選出する「はばたく商店街３０選」の中から滝川市の人口約

４万人と似た市町村の取り組みを調べた 

６．研究の成果・分析 
表１ 各市町村の取り組み 

 名瀬まち商店街（奄美市） 富良野中心市街商店街（富良野市） 

背景 ・若者流出、高齢化による人口減少 

・島外へ進学した若者にいずれ帰ってき

たいと思ってもらえるよう商店街での

思いで作りが重要と考えた 

・ふらの三番館が閉店 

・廃ビルの活用が問題となる 

内容 ・主に夏祭り、秋祭りで子供たちが参加で

きる催しを行う 

（チョークでの落書き、バブルサッカー、

メインステージでの学生たちの発表） 

・市の協力も得てふらのまちづくり（株）

はコンシェルジュフラノをオープン。

観光、滞在、食をテーマとしさまざまな

機能（多言語対応、簡易宿泊施設、地産

地消レストラン）をもたせた。 

成果 ・歩行者通行量が１年間で７％増加 

・高校生が商店街活動に関わることによ

り店舗との交流が深まった→若手経営

者の商店街活性化の機運が醸成される 

・施設来場者が増進し歩行者通行量が増

加→商業者がビジネスチャンスとみて融

資を誘発→小売り店舗数が増加 

 

 

 

図１ インターネットでの情報発信について 

 

 

 

 

 

 

 

上のグラフははばたく商店街３０選において商店街がインターネットに

よる情報発信を行っているのかどうかを調べたものである。ほとんどの商店

街がインターネットで情報発信を行っているが滝川市の商店街ではインタ

ーネットによる情報発信はほとんど行われていなく、更新もされていない。 

また総務省のアンケートによると世代を問わず約７割が情報を得る際に

インターネットを利用するとされている。 

 

７．考察 
・奄美市では若者や子供が参加できるイベントの開催により歩行者が増加し、

若者が商店街の活動に関わることによって若手経営者による商店街活性

化の機運が醸成された。滝川市で行っている夏祭り、秋祭りに子供たちや

学生が参加できるようなイベントを追加してみたら良いのではないか。 

・富良野市ではさまざまな機能を持った施設をオープンすることで施設来場

者が増え、人通りも増えた。ただ、滝川市で同様の取り組みをしても観光

地で有名な富良野市とは違うため、成果を得られるかはわからない。 

・インターネットでの情報発信を滝川市でも行ってみてはどうか。 

 

９．参考文献、協力者等 

・中小企業庁 はばたく商店街 30 選 （2021 年 6 月２９日閲覧）

https://www.chusho.meti.go.jp/ 

・はばたく商店街 30選の各商店街のそれぞれのウェブサイト 

８．まとめ 
今回の調査を通じて各市町村が様々な工夫を凝らした商店街活性化のた

めの取り組みを行っていることが分かった。滝川市の取り組みを調べて感じ

たのはインターネット上の情報が少ないということだった。現在、情報を得

る際にはインターネットが多く使われる。滝川市でもインターネットを活用

することで情報をより多くの人に伝えることができるのではないかと考え

た。Facebook での情報発信は行われていたようだが数年更新がされていな

い。ただ、なぜ情報発信をインターネットで行っていないのか、その理由は

わからなかったので機会があれば続けて調査したい。 

 

 

・総務省 地方財政白書（2021 年 7 月 30日閲覧） 

https://www.soumu.go.jp/ 

・調査協力：滝川市産業振興部産業振興課商業労政部 藤田 紗綺 様

シャッター商店街の現状を改善する 
 3 年  A 組 2２番 高田 美咲 

https://www.chusho.meti.go.jp/

